
 

 

２０１９年３月１６日改正運行ダイヤ決定の件 

 

 

 

1. 運行計画 

(１) 列車の行先変更  

① 朝通勤・通学ご利用時間帯の混雑緩和を図るため行先の見直しを実施します。 

ア. ４２７Ｍ列車を「金沢発→富山行」から「金沢発→泊行」として運行します。 

イ. ５３１Ｍ列車を「高岡発→黒部行」から「高岡発→富山行」として運行します。 

ウ. ４２９Ｍ列車を「金沢発→泊行」から「金沢発→黒部行」として運行します。 

※朝の泊駅へ到着する列車の運転間隔が約６０分間隔に改善されます。 

 

 

 

(２) 運転区間の延伸 

① 夕通勤・通学ご利用時間帯の利便性向上のため、運転区間を延伸します。 

ア. ５７４Ｍ列車を「泊発→ 富山行」から「泊発→高岡行」として運行します。富山駅から高岡

駅間は２両編成で運転します。 

※金曜日は、富山駅から高岡駅間を４両編成で運転します。 

 

 

 

(３) 利便性の向上 

① 富山駅の発車の順番を見直し、直通利用者の利便性を向上します。 

ア. １７時台の富山駅の発車の順番を見直します。５６６Ｍ「泊発→高岡行」直通列車の富山駅の

停車時間を現行から８分短縮することで、直通利用者の利便性を高めます。 

４４０Ｍ「富山発→金沢行」 現行 富山１７：３６発 → 改正 富山１７：４２発 

５６６Ｍ「泊発→高岡行」  現行 富山１７：４４発 → 改正 富山１７：３６発 

 

② 運転時刻を見直しご利用しやすくします。 

ア. ５６５Ｍの運転時刻を４０分繰り上げることで、高岡→富山間の運転本数を、２１時台２本、

２２時台２本に改善します。 
 

５６５Ｍ「高岡発→富山行」 現行 高岡２２：２０発 → 改正 高岡 ２１：４０発 

 

 

 

 

 



(４) 接続改善  

① 富山駅での接続を見直しご利用しやすくします。 

ア. ５７４Ｍ「泊発→富山行」を「泊発→高岡行」に区間延伸することで、北陸新幹線、はくたか

５７１号（１９：１５着）から乗換えが出来るようになります。 

イ. ５３２Ｍ「泊発→富山行」の時刻を「現行８：１７着→改正８：１６着」へ繰り上げ、高山線

８５０Ｄ「現行８：１４発→改正８：１８発」へ乗換えが出来るようになります。 

ウ. ５６６Ｍ「泊発→高岡行、１７：３２着」から高山線８６６Ｄ「現行１７：２１発→改正１７：

３４発」へ乗換えが出来るようになります。 

エ. 富山駅高架化が完了することに伴い、５５５Ｍ「高岡発→富山行」の時刻を「現行１８：２８

着→改正１８：２５着」へ繰り上げ、高山線８７０Ｄ（１８：２８発）へ乗換えが出来るよう

になります。 

オ. 富山駅高架化が完了することに伴い、５６１Ｍ「富山発→黒部行」の時刻を「現行２０：１６

発→改正２０：２０発」へ繰り下げ、８８７７Ｄ（２０：１５着）から乗換えが出来るように

なります。 

 

② 高岡駅での接続を見直しご利用しやすくします。 

ア. ５６５Ｍ「高岡発→富山行」の時刻を「現行２２：２０発→改正２１：４０発」に４０分繰り

上げ、城端線８３５８Ｄ（２１：２７着）と氷見線５５４Ｄ（２１：２５着）から乗換えが出

来るようになります。 

イ. ４５０Ｍ「富山発→金沢行」の時刻を「現行２２：５４着→改正２２：４７着」に７分繰り上

げ、氷見線最終列車５５９Ｄ（現行２２：４５発、改正２２：５０発）へ乗換えが出来るよう

になります。 

ウ. ４２７Ｍ「金沢発→泊行」の時刻を「現行７：３２発→改正７：３５発」に３分繰り下げ、城

端線、３２６Ｄ（７：３２着）から乗換えが出来るようになります。 

 

         

                                            

 

(５) 増車  

① 混雑が予想される大型連休や休日等に列車を増車します。 

ア. ５３８Ｍの編成両数を、富山→金沢間で２両から４両に増車します。 

イ. ４３９Ｍの編成両数を、金沢→富山間で２両から４両に増車します。 

 

 

 


